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Age dependent alteration of rat peritonea］masl：Ce‖S
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論　文　　内　　容　　の　要 旨
〔研究目的〕
年齢によるラット腹腔肥満細胞の形態変化及び機能的動態を明らかにすることを目的とした。
〔研究方法〕
1過齢より6カ月齢に至るラットについて、各年齢の腹腔内細胞を2．5％グルタールアルデ
ヒド液を用いて採取し固定した。蒸留水にて洗浄後Gomori法に従い37．0℃　2．5時間インキュ
ベートする。これを洗浄後ペレット化し、1％オスミウム酸にて固定した。水洗後アルシアン
青・サフラニン染色し、アルコール脱水のあと型のどとくエボン包埋した。エボン包埋ブロッ
クより、超薄切片標本とこれに連続した1〟mの光顕用切片を採取した。光顕用切片標本にて
アルシアン青・サフラニン染色における形態的特徴及び染色性につき、各年齢ごとに観察した。
これらの所見を、電顕像、ならびに電顕的酸性フオスファクーゼ（以下Acp）反応の反応態度
と比較検討した。
〔結　果〕
1．1～2週齢ラットの肥満細胞は、それ以降の細胞に比較して小型で球形をなし、比較的大
きな核を有し、これを1～2層の顆粒層が取り囲んでいた。これらの肥満細胞において、Acp
反応はしばしば顆粒内に認められ、Acp反応陰性顆粒は電子密度が高く微密であるのに比し、
Acp反応陽性顆粒は電子密度は低く粗造である。そして、この時期のこの形態の肥満細胞にお
いても、やはりAcp反応陽性顆粒はアルシアン青陽性顆粒に対応し、Acp反応陰性顆粒はサフ
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ラニン陽性顆粒に対応していた。
3週齢以降の肥満細胞は、大型で卵円形ないしは楕円形を呈し、顆粒数が多く核・細胞質比
も小さかった。電顕的にはAcp反応陰性の撤密顆粒が多く、光顕的にはサフラニン陽性顆粒が
大部分を占めるようになった。
2．顆粒におけるアルシアン青・サフラニン染色態度の、年齢による推移を観てみると、1週
齢において、ほぼ全額粒がサフラニン陽性である細胞は約50％を占め、残る50％の細胞はアル
シアン青陽性顆粒或は空胞顆粒を様々な程度に有しているものであった。3週齢を過ぎると、
ほぼ全顆粒がサフラニン陽性を示す細胞は、80～90％を占めるようになった。即ち、アルシア
ン青陽性顆粒を含む細胞が3週齢以降、著しく減少した。
〔考　察〕
竹岡によれば、ラット腹腔内に蒸留水を注入後、腹腔内肥満細胞の再生時に観察される額粒
の一連の形態的変化は、顆粒内物質がdegradationを受ける過程である。この際、顆粒内酵素
活性が昂進LAcp反応が陽性化するものであり、更にこのdegradationの最終段階とし空胞顆
粒が生ずるものである。
一方、アルシアン青染色機序について、一般にアルシアン青色素が顆粒内ヘパリン或はコン
ドロイチン硫酸に結合することによるとされている。Tas等によれば、PrOteOglycanの陰イオ
ン基に色素がイオン結合するものである。ヘパリンと複合体を形成している蛋白により結合基
が塞がれていれば色素は結合基へ到達しないと考えられる。
以上より、Acp活性に代表される顆粒内酵素活性が昂進すると同時に、ヘパリンと結合して
いる蛋白が帝離し、その結果色素との結合基が露出し、アルシアン青陽性となるものといえる。
成長初期段階に観察される顆粒変化は、再生肥満細胞のそれと類似しており、このAcp反応
陽性・アルシアン青陽性顧粒を「分泌型」と推定しうる。
惟任によれば、Acp反応陽性顆粒には肥満細胞プロテアーゼI（RMCP I）が著しく減
少しており、これは顆粒外への分泌に拠るものと考えられる。又、ヒスタミンは線維芽細胞分
裂促進作用を有し、ヘパリンは血管増成に関与するといわれていることを考慮するなら、結合
組織の増成や変性に関与していると思われる物質が成長初期に顆粒より活発に分泌されている
ものと推定される。
〔結　論〕
ラット成長初期1～2週齢の腹腔肥満細胞は、3過齢以降に比較して、特徴的形態を示し、
その中に電顕的酸性ホスファターゼ反応陽性顆粒即ち、アルシアン青陽性額粒が豊富にみられ
た。これらの顆粒は、「分泌型」と推定され、成長期の結合組織増生に関与するのではないか
と考えられた。
ー69－
学位論文審査の結果の要　旨
肥満細胞は体内の結合組織に広く分布している。この細胞は炎症の初期変化と過敏症に関与
しているが、この他にこの細胞は結合組織の代謝に関与していると古くから考えられて来た。
著者は結合組織肥満細胞に属する腹水肥満細胞の年齢による形態と染色性の変化を追求した。
はじめに連続した電顕切片とアルシアン青・サフラニン重染色をした光顕切片を比較検討し、
次のことを確かめた。（1）電顕的に酸性フオスファクーゼ（Acp）反応陽性顆粒は微細網状で、
光顕ではアルシアン青陽性である。（2）Acp反応陰性顆粒は緻密均質であり、光顕でサフラニ
ン陽性である。次に年齢的推移については、1～2週齢のラットの肥満細胞は小型で核細胞質
比は大きく、核を囲んで1～2層の顆粒をもっていた。これらの顆粒は大部分はAcp陽性であっ
た。3週齢以後では肥満細胞は大型になり、顆粒も増加するが、Acp反応は大部分の細胞の顆
粒で陰性であり、顆粒の内部構造は緻密であった。これらの所見に対応して、1週齢では全肥
満細胞の約半分はほとんどの顆粒がアルシアン青陽性であった。3週齢を過ぎると80～90％の
肥満細胞ではほとんどすべての顆粒がサフラニン陽性であった。以上の成績を要約すると、若
年齢では肥満細胞は微細網状、Acp陽性、アルシアン青陽性の顆粒をもつものが大部分であり、
年齢の増加とともに緻密でAcp陰性、サフラニン陽性の顆粒をもつものに移行することが明ら
かになった。著者は文献を引用して、微細網状顆粒は顆粒内容の分泌過程にあるものと論じ、
成長の過程で顆粒内容が結合組織一般の発達と維持に関与している可能性を述べている。
個体成長の過程における肥満細胞の形態と、機能を示唆する酵素反応と染色性の推移を見出
したことは新しい知見であり、医学上価値あるものと考えられる。
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